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県 道 西 関 宿 栗 橋 線 改 築 工 事 （ 茨 城 県 猿 島

郡 五 霞 町 大 字 新 幸 谷 字 中 新 田 地 内 か ら 同

県 同 郡 同 町 大 字 新 幸 谷 字 天 沼 地 内 ま で ）

第 １ 起 業 者 の 名 称 茨 城 県

第 ２ 事 業 の 種 類 県 道 西 関 宿 栗 橋 線 改 築 工 事 （

茨 城 県 猿 島 郡 五 霞 町 大 字 新 幸 谷 字 中 新 田 地 内

か ら 同 県 同 郡 同 町 大 字 新 幸 谷 字 天 沼 地 内 ま で

）

第 ３ 起 業 地

１ 収 用 の 部 分 茨 城 県 猿 島 郡 五 霞 町 大 字 新 幸

谷 字 中 新 田 、 字 石 畑 及 び 字 天 沼 地 内

２ 使 用 の 部 分 な し

第 ４ 事 業 の 認 定 を し た 理 由

平 成 1 5 年 ６ 月 ６ 日 に 茨 城 県 よ り 申 請 の あ っ

た 県 道 西 関 宿 栗 橋 線 改 築 工 事 （ 茨 城 県 猿 島 郡
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五 霞 町 大 字 新 幸 谷 字 中 新 田 地 内 か ら 同 県 同 郡

同 町 大 字 新 幸 谷 字 天 沼 地 内 ま で ） （ 以 下 「 本

件 事 業 」 と い う 。 ） に 関 す る 事 業 認 定 の 理 由

は 、 以 下 の と お り で あ る 。

１ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 １ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て

本 件 事 業 は 、 道 路 法 （ 昭 和 2 7 年 法 律 第 1 8 0 号

） 第 ３ 条 第 ３ 号 に 掲 げ る 都 道 府 県 道 に 関 す る

工 事 で あ り 、 土 地 収 用 法 第 ３ 条 第 １ 号 に 掲 げ

る 道 路 法 に よ る 道 路 に 関 す る 事 業 に 該 当 す る 。

こ の た め 、 本 件 事 業 は 、 土 地 収 用 法 第 2 0 条

第 １ 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

２ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ２ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て
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県 道 西 関 宿 栗 橋 線 は 、 道 路 法 第 ７ 条 の 規 定

に よ り 茨 城 県 知 事 が 茨 城 県 道 に 認 定 し た 路 線

で あ り 、 茨 城 県 は 、 同 法 第 1 5 条 の 規 定 に よ り

同 路 線 の 道 路 管 理 者 で あ る こ と が 認 め ら れ る

こ と か ら 、 本 件 事 業 を 施 行 す る 権 能 を 有 す る

と 認 め ら れ る 。

こ の た め 、 本 件 事 業 は 、 土 地 収 用 法 第 2 0 条

第 ２ 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

３ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ３ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て

( 1 ) 申 請 事 業 の 施 行 に よ り 得 ら れ る 公 共 の 利

益 に つ い て

本 件 事 業 は 、 茨 城 県 猿 島 郡 五 霞 町 大 字 新
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幸 谷 字 下 耕 地 地 内 か ら 同 県 同 郡 同 町 大 字 小

手 指 字 貉 塚 地 内 ま で の 区 間 （ 以 下 「 本 件 区

間 」 と い う 。 ） に お け る 県 道 西 関 宿 栗 橋 線

の 線 形 不 良 及 び 変 則 交 差 点 の 解 消 並 び に 安

全 か つ 円 滑 な 交 通 の 確 保 を 目 的 と す る 、 道

路 構 造 令 （ 昭 和 4 5 年 政 令 第 3 2 0 号 ） 第 ３ 種

第 ３ 級 の 規 格 に 基 づ く 延 長 7 6 0 . 3 ｍ の ２ 車

線 の バ イ パ ス 建 設 に 係 る 事 業 で あ る 。

県 道 西 関 宿 栗 橋 線 は 、 茨 城 県 猿 島 郡 五 霞

町 の 中 心 市 街 地 を 通 過 し 、 五 霞 町 役 場 を は

じ め と す る 公 共 施 設 が 集 中 す る 地 域 に お い

て 市 民 生 活 の 中 心 的 役 割 を 果 た す 道 路 で あ

る に も か か わ ら ず 、 車 道 幅 員 が 5 . 0 ｍ ～ 6 .

5 ｍ の 狭 小 区 間 が 約 5 7 0 ｍ も 続 い て お り 、

平 成 1 1 年 度 全 国 道 路 交 通 情 勢 調 査 に よ る と

自 動 車 交 通 量 8 , 3 8 7 台 ／ 1 2 ｈ 、 混 雑 度 1 . 3 7 、
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大 型 車 混 入 率 5 9 . 2 ％ と 高 い 値 を 示 し て い る 。

ま た 、 現 道 は 、 線 形 も 悪 く 、 歩 道 が 未 整 備

で あ る た め 、 線 形 不 良 区 間 か ら 変 則 交 差 点

に 進 入 す る 区 間 に お い て は 、 毎 年 交 通 事 故

が 発 生 す る な ど 、 安 全 か つ 円 滑 な 交 通 が 著

し く 阻 害 さ れ て い る 状 況 に あ る 。

本 件 事 業 に お い て は 、 線 形 良 好 な ２ 車 線

の バ イ パ ス の 建 設 に よ り 自 動 車 交 通 を 通 過

交 通 と 域 内 交 通 と に 分 離 す る と と も に 、 自

転 車 歩 行 者 道 の 設 置 に よ り 歩 行 者 等 と 自 動

車 の 分 離 を 図 る こ と と し 、 さ ら に 本 件 事 業

区 間 終 点 部 に お い て 一 般 町 道 1 8 0 0 号 線 、 二

級 町 道 5 1 号 線 と の く い ち が い 交 差 と な っ て

い る 変 則 交 差 点 を 解 消 す る こ と と し て い る

こ と か ら 、 そ の 施 行 に よ り 本 件 区 間 の 安 全

か つ 円 滑 な 交 通 が 確 保 さ れ る も の と 認 め ら
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れ る 。

以 上 の よ う に 、 本 件 事 業 の 施 行 に よ り 得

ら れ る 公 共 の 利 益 は 、 相 当 程 度 存 す る と 認

め ら れ る 。

( 2 ) 申 請 事 業 の 施 行 に よ り 失 わ れ る 利 益 に つ

い て

本 件 事 業 は 、 茨 城 県 環 境 影 響 評 価 条 例 （

平 成 1 1 年 茨 城 県 条 例 第 ７ 号 ） に 定 め る 環 境

影 響 評 価 の 対 象 事 業 に 該 当 し な い こ と か ら 、

環 境 影 響 評 価 は 実 施 さ れ て い な い が 、 本 件

事 業 の 施 行 に よ り 失 わ れ る 利 益 に つ い て 考

察 す る に 、 工 事 期 間 中 及 び 道 路 の 供 用 後 の

騒 音 、 振 動 に 起 因 す る 周 辺 環 境 へ の 影 響 が
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考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 本 件 事 業 の 起

業 地 及 び そ の 周 辺 は 、 耕 作 地 で あ り 、 密 集

住 宅 地 は ほ と ん ど 見 ら れ な い こ と 、 ま た 、

起 業 者 で あ る 茨 城 県 が 自 動 車 走 行 に よ る 騒

音 、 振 動 に つ い て 任 意 で 検 討 し た と こ ろ 、

環 境 基 本 法 （ 平 成 ５ 年 法 律 第 9 1 号 ） の 規 定

に 基 づ く 騒 音 に 係 る 環 境 基 準 の 基 準 値 及 び

振 動 規 制 法 （ 昭 和 5 1 年 法 律 第 6 4 号 ） に 定 め

る 道 路 交 通 振 動 に 係 る 要 請 限 度 の 範 囲 内 と

な る こ と 等 が 認 め ら れ る こ と か ら 、 周 辺 環

境 へ の 影 響 は 極 め て 小 さ い も の と 考 え ら れ

る 。

( 3 ) 比 較 衡 量
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( 1 ) で 述 べ た 得 ら れ る 公 共 の 利 益 と ( 2 ) で

述 べ た 失 わ れ る 利 益 を 比 較 衡 量 し た 結 果 、

本 件 事 業 の 施 行 に よ り 得 ら れ る 公 共 の 利 益

が 失 わ れ る 利 益 に 優 越 す る と 認 め ら れ る 。

以 上 に よ り 、 本 件 事 業 は 、 土 地 収 用 法 第

2 0 条 第 ３ 号 の 要 件 を 充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

４ 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ４ 号 の 要 件 へ の 適 合 性

に つ い て

( 1 ) 申 請 事 業 を 早 期 に 施 行 す る 必 要 性

本 件 区 間 に 係 る 現 道 は 、 車 道 幅 員 が 狭 小

で あ る に も か か わ ら ず 、 大 型 車 混 入 率 が 高

く 、 歩 道 が 未 整 備 で あ る た め 、 歩 行 者 等 は

常 に 危 険 な 状 況 に さ ら さ れ て お り 、 変 則 交

差 点 に お い て は 毎 年 交 通 事 故 が 発 生 し て い
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る こ と か ら 、 で き る だ け 早 期 に 交 通 の 安 全

を 確 保 す る 必 要 が あ る も の と 認 め ら れ る 。

ま た 、 五 霞 町 が 平 成 ７ 年 ４ 月 に 策 定 し た

「 第 ３ 次 五 霞 町 総 合 振 興 計 画 」 に お い て も 、

県 道 西 関 宿 栗 橋 線 に つ い て 、 道 路 整 備 や カ

ー ブ ・ 狭 隘 部 分 の 改 良 整 備 の 促 進 を 図 る 旨

が 定 め ら れ て い る こ と を 踏 ま え る と 、 本 件

事 業 を 早 期 に 施 行 す る 必 要 性 は 高 い も の と

認 め ら れ る 。

( 2 ) 起 業 地 の 範 囲 及 び 収 用 又 は 使 用 の 別 の 合

理 性

本 件 事 業 に 係 る 起 業 地 の 範 囲 は 、 道 路 構
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造 令 に 定 め る 規 格 に 基 づ き 必 要 な 範 囲 で あ

る と 認 め ら れ る 。

ま た 、 起 業 地 の 範 囲 に は 、 一 時 的 な 利 用

に 供 さ れ る も の は 存 在 せ ず 、 使 用 の 手 段 に

は 馴 染 ま な い た め 、 収 用 の 手 段 を 講 じ る こ

と も 合 理 的 で あ る と 認 め ら れ る 。

( 3 ) 収 用 し 又 は 使 用 す る 公 益 上 の 必 要 性

以 上 に か ん が み れ ば 、 本 件 事 業 は 、 土 地

を 収 用 す る 公 益 上 の 必 要 が あ る と 認 め ら れ

る た め 、 土 地 収 用 法 第 2 0 条 第 ４ 号 の 要 件 を

充 足 す る と 判 断 さ れ る 。

５ 結 論
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１ か ら ４ ま で に お い て 述 べ た よ う に 、 本 件

事 業 は 、 土 地 収 用 法 第 2 0 条 各 号 の 要 件 を 充 足

す る と 判 断 さ れ る 。

以 上 の 理 由 に よ り 、 本 件 事 業 に つ い て 、 土

地 収 用 法 第 2 0 条 の 規 定 に 基 づ き 、 事 業 の 認 定

を す る も の で あ る 。

第 ５ 土 地 収 用 法 第 2 6 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に よ

る 図 面 の 縦 覧 場 所 茨 城 県 猿 島 郡 五 霞 町 役 場


